

月
か
ら
安
価
導
入
プ
ラ
ン

振
興
基
金
コ
ム
テ

ク
ス
連
携

ＣＣＵＳ履歴
電話発信で蓄積

　
建
設
キ

リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
︵
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
︶
運
営

主
体
の
建
設
業
振
興
基
金︵
振
興
基
金
谷
脇
暁
理
事
長
︶

と
コ
ム
テ

ク
ス
︵
富
山
県
高
岡
市

竹
脇
正
貴
社
長
︶

が
連
携
し

電
話
発
信
で
就
業
履
歴
の
蓄
積
が
可
能
な
同

社
の
入
退
場
管
理
シ
ス
テ
ム
﹁
キ

リ
ア
リ
ン
ク
﹂
を
安

価
に
利
用
で
き
る
キ

ン
ペ

ン
を

月
に
開
始
す
る


Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
対
応
の
機
能
に
特
化
し
た
簡
易
版
を
提
供

シ

ス
テ
ム
導
入
に
最
低
必
要
と
な
る
コ
ス
ト
が
年
額
で
通
常

版
の

分
の
１
程
度
と
な
る


　
キ

ン
ペ

ン
は
カ

ド
リ


ダ

が
設
置
し
に
く
い
現
場

で
も
就
業
履
歴
の
蓄
積
環
境
を

整
備
す
る
取
り
組
み
の
一
環


Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
︵
ア
プ
リ

ケ

シ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
・
イ
ン
タ

フ


ス
︶
連

携
す
る
シ
ス
テ
ム
の
中
で

技

能
者
が
所
持
す
る
携
帯
電
話
で

指
定
の
番
号
に
発
信
す
る
だ
け

で
履
歴
蓄
積
が
可
能
な
シ
ス
テ

ム
は
キ

リ
ア
リ
ン
ク
に
限
ら

れ
る

住
宅
や
リ
フ


ム
な

ど
の
小
規
模
建
築
工
事
に
加

え

軌
道
工
事
や
舗
装
工
事


維
持
管
理
工
事
と
い

た
土
木

工
事
で
も
有
効
な
た
め

導
入

コ
ス
ト
を
抑
え
て
普
及
を
後
押

し
す
る


　
通
常
版
で
必
要
な
初
期
費
用


万
円
︵
税
抜
き
︶
と
現
場
の

履
歴
登
録
数
に
応
じ
た
月
額
出

面
課
金
を
振
興
基
金
が
負
担


電
話
番
号
の
指
定
数
ご
と
に
１

セ

ト
当
た
り
年
額
１
万
５
０

０
０
円
︵
同
︶
を
支
払
う
だ
け

で
利
用
で
き
る

通
常
版
は
３

セ

ト
以
上
の
契
約
が
必
須
だ

が

キ

ン
ペ

ン
で
は
１
セ


ト
で
も
受
け
付
け
る

一
つ

の
電
話
番
号
で
複
数
の
現
場
を

ま
と
め
て
対
応
で
き
る
運
用
方

法
も
認
め
る

提
供
期
間
は


年
３
月
末
ま
で
を
予
定

申
込

数
の
限
度
は
設
け
な
い


　
キ

ン
ペ

ン
の
プ
ラ
ン
は

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
対
応
に
特
化
し
た
簡

易
版
と
の
位
置
付
け

施
工
体

制
登
録
な
ど
の
事
前
準
備
は
不

要
で

電
話
番
号
を
設
定
す
れ

ば
自
動
的
に
利
用
環
境
が
整

う

電
話
発
信
に
よ
る
現
場
入

場
時
の
履
歴
登
録
だ
け
が
行

え

顔
認
証
の
機
能
な
ど
は
付

か
な
い

振
興
基
金
と
コ
ム
テ


ク
ス
は
キ

ン
ペ

ン
の
利

用
者
が
通
常
版
に
移
行
す
る
際

の
対
応
も
協
議
し
て
い
く
方
向

だ


　
今
回
の
試
み
以
外
に
も
振
興

基
金
や
国
土
交
通
省
は
カ

ド

リ

ダ

の
設
置
負
担
の
軽
減

策
を
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出
す


安
価
な
カ

ド
リ

ダ

の
利

用
環
境
を
年
内
に
も
整
備
し


ス
マ

ト
フ

ン
に
対
応
し
た

シ
ス
テ
ム
改
修
も
検
討
し
て
い

る


日刊建設工業新聞 2 0 2 3 年 0 7 月 0 4 日 0 0 1 面 0 1 版 N o . 0 1


